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世界的な医療誌『Lancet』の国際

委員会（2020/2024）による

報告では、認知症の約40％は改善

可能な要因によるものであり、

その中で「難聴」は最も影響の大

きい危険因子（7～8％）であると

指摘されています。



















































音を大きくする基本機能

は価格で大きく変わりま

せん。高機能が自分に合う

とは限りません。安価なも

のから試しましょう。

難聴が軽いうち（脳が元気

なうちに）に始めたほうが、

補聴器の順応が早く、認知

症予防効果も高まります。

脳が「音のある生活」を忘

れているためです。専門家

と調整しながら、脳をリハ

ビリさせていくことで慣れ

ていきます。









普通の声で、ゆっくり・はっきり・区切って



壁際は音が反響しやすいので

離れましょう。逆光を避け、顔

が見える明るい場所を選びま

しょう。

テレビやラジオを消し、生活

音（食器の音など）を減らしま

しょう。

「聞こえにくいので、もう一度

ゆっくり」と伝えましょう。

聞こえたふりは禁物です。
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